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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期

第２四半期連結
累計期間

第61期
第２四半期連結

累計期間
第60期

会計期間

自2017年
４月１日
至2017年
９月30日

自2018年
４月１日
至2018年
９月30日

自2017年
４月１日
至2018年
３月31日

売上高 （千円） 9,241,603 9,546,487 20,885,787

経常利益 （千円） 66,045 175,502 452,888

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 169,210 99,197 407,404

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 182,507 65,373 474,941

純資産額 （千円） 5,854,294 6,150,764 6,146,728

総資産額 （千円） 11,802,437 12,768,557 13,052,009

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 195.53 114.71 470.91

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 49.6 48.2 47.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 87,020 278,947 365,057

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 143,900 △18,172 123,086

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △56,186 △61,337 △56,186

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,673,876 4,128,513 3,930,067

 
 

回次
第60期

第２四半期連結
会計期間

第61期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自2017年
７月１日
至2017年
９月30日

自2018年
７月１日
至2018年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 184.01 257.51

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。
３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善を背景に、景気動向は緩や

かな回復基調が続きました。海外経済においては、米国の保護主義的な通商政策による貿易摩擦の影響や欧州での

不安定な政治動向、東アジアにおける地政学的なリスク、金融資本市場の変動リスク等、世界経済全体が不安定化

しつつあり、先行き不透明な状況となっております。

ＩＣＴ業界におきましては、ＩｏＴ（モノのインターネット）やＡＩ（人工知能）などの技術進化とともに、働

き方改革への取り組みなどを背景とした企業の生産性向上や業務効率化を目的としたシステムの更新需要は引き続

き拡大傾向にあります。

 

このような経営環境のもと、当社グループの第２四半期連結累計期間の売上高は、一部大口ユーザーの需要が減

少したものの、公共、文教向け情報通信機器のほか一般事業会社のシステム更新も堅調に推移し、システムエンジ

ニアリングサービスやフィールドサービスも増収となり、95億46百万円（前年同期比3.3％増）となりました。

損益面につきましては、売上高の増加とシステムエンジニアリングサービスの採算が向上したことにより、営業

利益１億59百万円（前年同期比168.0％増）、経常利益１億75百万円（前年同期比165.7％増）となりました。前年

同期には投資有価証券売却益（特別利益）の計上がありましたが、当第２四半期連結累計期間では特別利益の計上

がなかったことから親会社株主に帰属する四半期純利益は99百万円（前年同期比41.4％減）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

「首都圏」は、前年同期に大型商談によって増加した情報通信機器、システムソリューションの売上が減少し、

電子デバイスも減少したことから、売上高は50億59百万円（前年同期比4.6％減）となりました。

損益面につきましては、売上高は減少したものの販売手数料の増加と販売費及び一般管理費の減少により、営業

利益は31百万円（前年同期は5百万円の営業損失）となりました。

 

「東日本」は、自治体向けやフィールドサービスの売上は減少したものの民間のＩＣＴ投資が堅調に推移し、情

報機器、ソフトウェアが増加したことから、売上高は22億47百万円（前年同期比9.5％増）となりました。

損益面につきましては、売上高の増加と情報機器商談の原価率の改善により、営業利益は１億44百万円（前年同

期比35.0％増）となりました。

 

「西日本」は、公共、製造業向けのシステム開発および自治体向けパソコン更新商談によりシステムエンジニア

リングサービス、情報通信機器の売上が増加したことから、売上高は21億75百万円（前年同期比19.0％増）となり

ました。

損益面につきましては、売上高の増加とシステムエンジニアリングサービスの採算の改善により、営業利益は１

億２百万円（前年同期比17.1％増）となりました。
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(2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、２億83百万円減少し、

127億68百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金が１億98百万円、商品が３億83百万円増加した一

方、受取手形及び売掛金が７億96百万円減少するなど、流動資産が２億20百万円減少したことによるものでありま

す。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、２億87百万円減少し、66億17百万円となりました。その主な要

因は、支払手形及び買掛金が84百万円、未払法人税等が53百万円減少するなど、流動負債が２億44百万円減少した

ことによるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、４百万円増加し、61億50百万円となりました。その主な要因

は、剰余金の配当及び自己株式の消却により利益剰余金が２億25百万円、その他有価証券評価差額金が16百万円、

為替換算調整勘定が17百万円減少した一方、自己株式が２億63百万円減少したことによる純資産の増加によるもの

であります。以上の結果、自己資本比率は48.2％（前連結会計年度末は47.1％）となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ、１億98百万円増加し、41億28百万円となりました。

 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は、２億78百万円（前年同期比１億91百万円増）となりました。その主な要因は、

たな卸資産の増加額３億92百万円、仕入債務の減少額84百万円、法人税等の支払額１億８百万円などによる資金の

減少があった一方、売上債権の減少額７億99百万円、税金等調整前四半期純利益１億75百万円などによる資金の増

加があったことによるものであります。

 

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は、18百万円（前年同期は１億43百万円の増加）となりました。その主な要因は有

形固定資産の取得による支出12百万円などによる資金の減少があったことによるものであります。

 

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は、61百万円（前年同期は56百万円の減少）となりました。この主な要因は、配当

金の支払額60百万円などによる資金の減少があったことよるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,124,000

計 2,124,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2018年11月９日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 865,301 865,301

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 865,301 865,301 － －

（注） 当社は、2018年７月27日開催の取締役会決議に基づき、2018年８月17日付で会社法178条の規定に基づく自己

株の消却を行い、発行済株式総数は151,660株減少し、865,301株となっております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　2018年８月17日 △151,660 865,301 － 2,293,007 － 2,359,610

（注） 自己株式の消却による減少であります。
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（５）【大株主の状況】

  2018年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

フリージア・マクロス

株式会社
東京都千代田区神田東松下町１７番地 245 28.44

佐々木　ベジ 東京都千代田区 190 22.09

東京特殊電線株式会社 東京都港区西新橋三丁目８番３号 50 5.87

ソレキア従業員持株会 東京都大田区西蒲田八丁目16番６号 34 4.04

小林　義和 神奈川県横浜市都筑区 28 3.35

小林　貞子 神奈川県川崎市中原区 27 3.13

小林　英之 神奈川県川崎市中原区 24 2.85

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町二丁目２番１号 23 2.73

富士通株式会社 神奈川県川崎市中原区上小田中四丁目１番１号 23 2.72

東特塗料株式会社 東京都墨田区亀沢四丁目５番６号 16 1.87

計 － 666 77.11

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2018年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式600 －
単元株式数

100株

完全議決権株式（その他） 　普通株式856,500 8,565 同上

単元未満株式 　普通株式8,201 －
１単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 865,301 － －

総株主の議決権 － 8,565 －

　（注）当社は、2018年７月27日開催の取締役会決議に基づき、2018年８月17日付で会社法178条の規定に基づく自己

株の消却を行い、発行済株式総数は151,660株減少し、865,301株となっております。
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②【自己株式等】

2018年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ソレキア株式会社
　 東京都大田区西蒲田

　 八丁目16番６号
600 － 600 0.07

計 － 600 － 600 0.07

　（注）　当第２四半期会計期間末日現在の自己株式数は690株、その発行済株式総数に対する所有株式数の割合は

0.08％であります。

 

２【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から2018

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,930,067 4,128,513

受取手形及び売掛金 ※ 5,689,455 ※ 4,893,052

電子記録債権 ※ 184,390 ※ 180,612

商品 507,855 891,294

仕掛品 115,780 124,998

その他 94,223 81,488

貸倒引当金 △1,968 △979

流動資産合計 10,519,804 10,298,980

固定資産   

有形固定資産 1,084,065 1,071,634

無形固定資産 57,043 37,234

投資その他の資産   

投資有価証券 386,102 363,245

敷金及び保証金 453,051 455,743

繰延税金資産 493,048 483,146

その他 65,546 65,223

貸倒引当金 △6,653 △6,649

投資その他の資産合計 1,391,096 1,360,708

固定資産合計 2,532,205 2,469,577

資産合計 13,052,009 12,768,557

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,921,994 2,837,134

短期借入金 1,109,680 1,115,177

1年内返済予定の長期借入金 50,000 50,000

未払法人税等 150,977 97,700

賞与引当金 399,000 393,900

役員賞与引当金 14,500 －

受注損失引当金 － 6,594

その他 876,115 776,937

流動負債合計 5,522,267 5,277,444

固定負債   

役員退職慰労引当金 89,246 82,906

退職給付に係る負債 1,227,580 1,190,932

資産除去債務 66,187 66,509

固定負債合計 1,383,014 1,340,348

負債合計 6,905,281 6,617,793
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,293,007 2,293,007

資本剰余金 2,359,629 2,359,610

利益剰余金 1,616,886 1,390,916

自己株式 △265,176 △1,326

株主資本合計 6,004,347 6,042,207

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 153,492 137,050

為替換算調整勘定 △11,111 △28,493

その他の包括利益累計額合計 142,380 108,556

純資産合計 6,146,728 6,150,764

負債純資産合計 13,052,009 12,768,557
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

売上高 9,241,603 9,546,487

売上原価 7,569,760 7,776,113

売上総利益 1,671,842 1,770,374

販売費及び一般管理費 ※ 1,612,468 ※ 1,611,241

営業利益 59,374 159,133

営業外収益   

受取配当金 5,044 4,857

為替差益 237 11,040

その他 6,015 6,226

営業外収益合計 11,297 22,124

営業外費用   

支払利息 3,747 4,148

その他 878 1,606

営業外費用合計 4,626 5,755

経常利益 66,045 175,502

特別利益   

投資有価証券売却益 175,702 －

特別利益合計 175,702 －

税金等調整前四半期純利益 241,747 175,502

法人税、住民税及び事業税 44,180 59,182

法人税等調整額 28,357 17,122

法人税等合計 72,537 76,305

四半期純利益 169,210 99,197

親会社株主に帰属する四半期純利益 169,210 99,197
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

四半期純利益 169,210 99,197

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 16,615 △16,441

為替換算調整勘定 △3,317 △17,382

その他の包括利益合計 13,297 △33,823

四半期包括利益 182,507 65,373

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 182,507 65,373
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 241,747 175,502

減価償却費 47,368 47,073

貸倒引当金の増減額（△は減少） △994 △992

賞与引当金の増減額（△は減少） △20,200 △5,100

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △14,500

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 6,594

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － △6,339

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △34,213 △36,637

受取利息及び受取配当金 △5,434 △5,181

支払利息 3,747 4,148

投資有価証券売却損益（△は益） △175,702 －

売上債権の増減額（△は増加） 861,641 799,505

たな卸資産の増減額（△は増加） 101,490 △392,712

仕入債務の増減額（△は減少） △878,081 △84,188

未払消費税等の増減額（△は減少） 60,626 △122,379

その他 1,397 21,324

小計 203,394 386,118

利息及び配当金の受取額 5,299 5,207

利息の支払額 △3,729 △4,155

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △117,943 △108,223

営業活動によるキャッシュ・フロー 87,020 278,947

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △1,080 △1,080

投資有価証券の売却による収入 188,702 －

有形固定資産の取得による支出 △38,265 △12,420

ソフトウエアの取得による支出 △6,307 △1,184

敷金及び保証金の差入による支出 △393 △4,475

敷金及び保証金の回収による収入 810 1,376

その他 434 △388

投資活動によるキャッシュ・フロー 143,900 △18,172

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の純増減額（△は増加） △12,822 △799

配当金の支払額 △43,364 △60,537

財務活動によるキャッシュ・フロー △56,186 △61,337

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,951 △991

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 172,782 198,445

現金及び現金同等物の期首残高 3,501,093 3,930,067

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,673,876 ※ 4,128,513
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

 
前連結会計年度

（2018年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（2018年９月30日）

受取手形 5,826千円 5,366千円

電子記録債権 44,239 2,674

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要なもの

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2017年４月１日
　　至 2017年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日

　　至 2018年９月30日）

給与手当及び賞与 779,510千円 756,161千円

賞与引当金繰入額 126,759 143,203

退職給付費用 30,166 29,016

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

現金及び預金勘定 3,673,876千円 4,128,513千円

現金及び現金同等物 3,673,876 4,128,513

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月29日

定時株主総会
普通株式 43,364 50 2017年３月31日 2017年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日

定時株主総会
普通株式 60,537 70 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2017年４月１日　至2017年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 首都圏 東日本 西日本 計

売上高       

外部顧客への売上高 5,303,565 2,052,960 1,829,169 9,185,695 55,907 9,241,603

セグメント間の内部売上高

又は振替高
19,215 － 737 19,952 139,732 159,685

計 5,322,780 2,052,960 1,829,906 9,205,647 195,640 9,401,288

セグメント利益又は損失（△） △5,000 107,222 87,310 189,532 △14,940 174,591

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 189,532

「その他」の区分の利益 △14,940

セグメント間取引消去 413

全社費用（注） △115,631

四半期連結損益計算書の営業利益 59,374

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費、予算と実績の調整差額であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日　至2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 首都圏 東日本 西日本 計

売上高       

外部顧客への売上高 5,059,084 2,247,836 2,175,848 9,482,769 63,717 9,546,487

セグメント間の内部売上高

又は振替高
30,048 － 23 30,072 142,656 172,728

計 5,089,132 2,247,836 2,175,872 9,512,842 206,374 9,719,216

セグメント利益 31,423 144,761 102,198 278,383 2,719 281,103

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 278,383

「その他」の区分の利益 2,719

セグメント間取引消去 191

全社費用（注） △122,162

四半期連結損益計算書の営業利益 159,133

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費、予算と実績の調整差額であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 195円53銭 114円71銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
169,210 99,197

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
169,210 99,197

普通株式の期中平均株式数（株） 865,412 864,753

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2018年11月９日

ソレキア株式会社

　取締役会　御中 　

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平野　満　　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大森　佐知子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているソレキア株式会

社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から2018年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ソレキア株式会社及び連結子会社の2018年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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